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複数分子同時イメージングが可能なpET開発とその実証
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【目的】positronEmissionTbmography(PET)は､陽電子放出核種で標識された様々
な分子プローブの分布を高い定量性で可視化できる｡しかしPETは陽電子対消滅

の際に放出される核種非固有のエネルギーである 511keVガンマ線を同時検出す

ることに基づいた撮像を行 うため､異なる陽電子放出核種を複数投与しても核種

の識別は困難であり､通常は単一のプローブしか同時撮像できない｡PETの利点

を活かし､さらに複数プローブの同時撮像が可能になることで､臨床診断時にお

ける患者の負担を軽減し､複数因子が関与する疾患の状態診断や発症機構解明､

薬物代謝過程や薬物間相互作用などの創薬研究-の応用などが期待できる｡我々

はガンマ線エネルギーにより核種を識別するガンマ線スペクトロメトリーと pET

を融合させた複数分子同時 pET装置の開発を行っており､この手法による複数分

子同時イメージングを実証することを目的とする｡

【方法 ･結果】原理実証用プロトタイプ装置として､浜松ホ トニクス製プラナ-

型pETに高純度Ge半導体検出器を融合した装置を作成した｡陽電子放出核種には

陽電子のみを放出するllcや 18Fなどの核種と､陽電子放出の直後に脱励起ガンマ

級 (核種固有)を放出する 76Brや 124Ⅰなどの核種が存在する｡後者の核種から放

出された脱励起ガンマ線をpET検出器での対消滅ガンマ線の検出と同時に､Ge半

導体検出器で検出する｡陽電子のみを放出する核種と､脱励起ガンマ線も放出す

る核種とをフアントム､および小動物に投与して撮像を行った｡その結果､Ge半

導体検出器による脱励起ガンマ線同時検出の有無によってデータを区別し､それ

ぞれを画像化することに世界で初めて成功した｡本講演ではこの実証実験の詳細

について紹介する｡


